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新
緑
が
日
々
に
そ
の
濃
さ
を
増
す

５
月
25
日
（
土
）、
今
年
も
大
分
県

立
国
東
高
等
学
校
伊
予
野
丘
同
窓
会

が
、
多
く
の
方
々
の
ご
出
席
（
１
２

０
名
）
を
戴
き
、
ホ
テ
ル
ベ
イ
グ
ラ

ン
ド
国
東
・
ア
ト
レ
ホ
ー
ル
に
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
12
時
半
に
武
多
副
会
長

（
高
校
22
回
生
）
の
開
会
の
言
葉
に

始
ま
り
ま
し
た
。
物
故
者
の
追
悼
の

後
、
福
田
榮
同
窓
会
長
（
高
校
12
回

生
）
挨
拶
に
続
き
、
同
窓
会
顧
問
代

表
と
し
て
小
野
弘
利
氏
（
高
校
9
回

生
）
が
、
会
長
職
に
つ
い
て
後
進
に

譲
る
よ
う
意
見
書
を
出
し
た
な
ど
の

ご
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
三
河
明
史
国
東
市
長
（
高

校
19
回
生
）
か
ら
国
東
市
の
現
状
報

告
を
兼
ね
た
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し

た
。
最
後
に
、
寺
本
尊
裕
現
国
東
高

校
長
か
ら
学
校
の
現
況
説
明
を
主
に

ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、豊
田
信
敏
元
校
長
（
高

校
21
回
生
）
を
議
長
に
選
出
し
て
議

事
に
入
り
ま
し
た
。
堤
康
二
郎
事
務

局
長
（
高
校
31
回
生
）
か
ら
平
成
30

年
度
事
業
並
び
に
会
計
報
告
が
あ

り
、
國
廣
秀
光
監
事
（
高
校
19
回
生
）

に
よ
る
監
査
報
告
に
続
き
、
令
和
元

年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
が
上
程
さ

れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
に
つ
い
て
は
、
小
野
顧

問
が
表
明
し
た
『
会
長
交
代
要
求
』

に
つ
い
て
福
田
会
長
の
異
議
表
明
も

あ
り
、
紛
糾
の
後
、
会
長
職
は
現
状

の
ま
ま
一
年
間
様
子
を
見
よ
う
と
い

う
顧
問
団
の
意
見
が
表
明
さ
れ
、
そ

れ
以
上
特
段
の
議
決
も
せ
ず
議
論
を

収
束
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
武
多
成
道
氏
（
現

国
東
高
教
員
）
に
『
バ
カ
の
壁
』
と

題
し
て
講
演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

出
席
者
一
同
熱
心
に
聴
講
し
ま
し

た
。

総会は5月30日（土）各支部長に連絡してください

同
窓
会
長

   

福
田 

　
　
榮

副
会
長

　
秋
国 

　
良
二

　
宮
本 

　
季
生

　
元
永 

　
安
行

　
寺
本 

　
尊
裕

　
　
　
　
　︵
校
長
︶

　
角
田 

　
貞
子

　
武
多 

　
洋
子

　
橋
永 

　
桂
子

監
　
事

　
國
廣 

　
秀
光

　
宮
園
　 

正
敏

事
務
局
長

　
堤
　 

康
二
郎

事
務
局
（
広
報
）

　
猪
部
　 

敬
彦

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
担
当

　
國
廣 

　
秀
光

顧
　
問

　
森
本 

　
寛
尓

　
魚
返 

　
敬
之

　
小
野 

　
弘
利

　
大
土
井 

政
臣

　
藤
本 

　
昭
夫

　
野
田 

　
侃
生

　
三
河 

　
明
史

　
豊
田 

　
信
敏

姫
島
支
部
長

　
須
賀 

　
祥
喜

国
見
支
部
長

　
藤
原 

　
雅
章

来
浦
支
部
長

　
北
島 

　
一
利

富
来
支
部
長

　
一
井 

　
敏
郎

川
北
支
部
長

　
井
村 

　
義
幸

川
南
支
部
長

　
鶴
田 

馨
一
郎

上
国
崎
支
部
長

　
参
　 

　
一
如

豊
崎
支
部
長

　
岡
　 

　
直
樹

旭
日
支
部
長

　
山
本 

　
泰
光

武
蔵
支
部
長

　
穴
見 

　
善
隆

安
岐
支
部
長

　
野
田 

　
忠
治

杵
築
支
部
長

　
清
原 

　
洋
一

別
府
支
部
長

　
郷
司 

　
義
明

大
分
支
部
長

　
田
口 

　
正
高

福
岡
支
部
長

　
岸
本 

　
隆
三

大
阪
同
窓
会
長

　
萱
嶋 

　
時
信

東
京
同
窓
会
長

　
吉
武 

考
三
郎

令
和
元
年
度 

同
窓
会
組
織

開
催
さ
る

定
時
総
会

定
時
総
会

令
和
元
年
度

福 田　 榮福 田　 榮

寺本  尊裕寺本  尊裕 小野  弘利小野  弘利

三河  明史三河  明史

▶ 

現
国
東
高
校
三
部

　︵
野
球
・
柔
道
・
バ
レ
ー
︶へ
助
成
金
贈
呈
︶

　

懇
親
会
で
は
、
年
に
一
度
の
機
会

に
歓
談
の
輪
は
続
き
、
閉
会
の
時
を

迎
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
有
志
二
十

名
は
、
田
深
の
川
口
屋
へ
場
を
移
し
、

更
に
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

（
文
責  

高
校
22
回
生  

猪
部
敬
彦
）

国東高校同窓会の
ホームページが公開されました！
国東高校同窓会の
ホームページが公開されました！

国東高校伊予野丘同窓会のホームページがご覧になれます。
最近のスマホでは、aa.jyan.biz/ でトップページに飛んでくれます。
もし出ない場合は、http://www.aa.jyan.biz/ でご覧ください。

（ホームページ担当國廣秀光）
国東高校東京同窓会の総会レポート国東高校東京同窓会の総会レポート国東高校東京同窓会の総会レポート国東高校東京同窓会の総会レポート

　令和元年6月22日、東京霞ヶ関ビルディング35階（東海大学）で国東高校東京同窓会（81名+来賓）が
盛大に開催されました。
吉武会長の挨拶の後、会員数の推移や問題点と議事の説明があり、賛成の拍手で可決されました。その
後、福田会長の来賓挨拶の後、四国巡礼の体験談を前東京支部長が講演、懇親会に続きました。二次会
は別館階下で（写真下）賑やかに行われました。
（集合写真に、同級生がいるかも？ホームページなら大判でご覧になれます。）

（
玄
関
に
て
）

（
二
次
会
）

1 高校時代の記憶が薄れ、昔の事が消えています。
2国東高校卒業生たちの同窓会開催に役立つよう、記憶遺産
　 的HPにしました。
3 国東高校の歴史バイブルとなるよう、高校や同窓会の歴史
　 を記録しています。
4 HPが定着すれば、各年代の同窓会連絡や行事発表等にも
　 利用できます。
5 同級生同士の連絡用アドレスが登録でき、会報（PDF版）等
　 が届きます。

ホームページの趣旨
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平
成
20
年
に
母
校
、
大
分
県
立

国
東
高
等
学
校
は
閉
校
に
な
り
ま

し
た
。
同
時
に
国
東
農
工
高
校
、

双
国
高
校
も
閉
校
と
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
生
徒
達
は
新
た
に
開
校
さ

れ
た
「
国
東
高
等
学
校
」
と
い
う

高
校
に
編
入
、
と
い
う
措
置
が
と

ら
れ
ま
し
た
。

　

当
初
は
在
校
生
が
巣
立
っ
て
し

ま
っ
た
時
点
で
閉
校
。
並
行
し
て

新
設
校
を
開
校
し
て
募
集
を
行
う
、

と
い
う
計
画
で
あ
り
、
新
設
校
の

名
称
を
ど
う
す
る
か
、
巷
間
い
ろ
い

ろ
と
取
り
沙
汰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
案
で
は
新
設
校
に
「
国
東

高
等
学
校
」
と
い
う
名
称
は
使
え

な
い
こ
と
に
な
り
、
ま
た
柔
道
を

始
め
バ
レ
ー
や
野
球
な
ど
ク
ラ
ブ

活
動
に
支
障
が
出
る
こ
と
か
ら
、

我
が
同
窓
会
か
ら
「
閉
校
・
新
設

校
開
校
は
同
時
に
行
っ
て
欲
し
い
」

旨
、
県
教
育
委
員
会
に
陳
情
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
受
け
て
の
措
置

で
し
た
。

　

従
っ
て
、
現
「
国
東
高
等
学
校
」

は
我
が
母
校
と
同
じ
名
称
で
あ
る

が
、
あ
く
ま
で
も
別
の
高
校
で
あ

る
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
新
設
校
で
は
翌
年

か
ら
卒
業
生
が
い
た
訳
で
あ
り
、

平
成
21
年
に
は
早
く
も
「
国
東
高

等
学
校
同
窓
会
」
及
び
「
同
、
支

援
委
員
会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
混
同
を
避
け
る
目
的

か
ら
、
我
が
同
窓
会
の
会
員
は
伊

予
野
丘
の
高
校
を
卒
業
し
た
者
ま

で
と
す
る
、
と
云
う
意
味
を
込
め

て
「
国
東
高
校　

伊
予
野
丘
同
窓

会
」
と
称
す
る
旨
、
平
成
22
年
の

総
会
に
上
程
・
可
決
さ
れ
、
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

母
校
が
な
く
な
っ
た
、
と
い
う

こ
と
は
寂
し
い
事
で
す
が
、
平
成

20
年
に
卒
業
さ
れ
た
最
後
の
後
輩

は
今
や
っ
と
30
歳
前
で
す
。
50
歳

で
総
会
に
参
加
す
る
と
し
て
あ
と

20
年
、
現
在
の
総
会
参
加
者
の
平

均
年
齢
に
達
す
る
に
は
ま
だ
40
年

近
く
も
あ
り
ま
す
。
同
窓
会
活
動

は
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
。

　

各
支
部
に
お
か
れ
ま
し
て
は
潜

在
会
員
の
掘
り
起
こ
し
、
若
い
会

員
の
参
加
に
力
を
注
い
で
頂
き
た

い
、
と
切
に
願
い
ま
す
。
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こ
の
話
は
養
老
孟
司
の
勝
手
な

解
釈
の
一
端
で
す
。

　

バ
カ
さ
か
げ
ん
の
理
解
の
た
め

に
相
手
や
自
分
を
眺
め
る
方
程
式

を
立
て
る
と
「
す
る
こ
と
言
う
こ

と
」
は
「
本
人
の
バ
カ
さ
や
賢
さ
」

と
そ
の
時
の
耳
目
に
入
る
問
題
点

と
の
か
ら
み
合
い
で
す
。ｙ（
行
動
）

＝
ａ（
本
人
の
価
値
観
）╳
ｘ（
情

報
）
で
す
。

　

で
す
か
ら
行
動
行
為
に
バ
カ
さ

が
出
る
の
は
ａ
の
中
身
に
よ
る
の

で
す
。ｙ
の
部
分
を
眺
め
る
よ
り
ａ

を
分
析
す
る
方
が
正
確
な
の
で
す
。

　

例
え
ば
バ
カ
な
尺
度
が
人
材
を

採
用
す
る
と
職
場
が
無
能
と
不
愉

快
さ
で
停
滞
し
組
織
と
当
人
を
殺

す
。
欲
得
や
名
誉
心
が
判
断
す
る

と
社
会
的
無
益
と
サ
ギ
的
不
正
を

招
く
。
潔
癖
さ
や
い
さ
ぎ
よ
さ
を

貫
け
ば
恥
辱
や
孤
立
の
地
獄
で
す
。

ａ
の
中
の
十
と
一
、
強
弱
や
可
変

性
を
分
析
す
れ
ば
、
自
分
の
バ
カ

さ
、
相
手
の
愚
か
さ
が
よ
く
分
か

る
と
い
う
の
で
す
。

　

自
分
を
見
つ
め
る
風
習
が
な
い
、

そ
の
場
を
糊
塗
し
て
こ
と
足
れ
き

と
な
す
厚
顔
鉄
面
皮
。
イ
ヤ
に
な
っ

て
も
行
き
場
が
な
い
。
そ
れ
ぢ
ゃ

一
つ
相
手
の
バ
カ
さ
と
自
分
の
バ

カ
さ
を
分
解
し
鑑
賞
し
て
辛
抱
す

る
か
。

　

梅
園
先
生
は
耳
や
目
に
入
る
情

報
の
真
実
の
姿
を
捉
え
る
訓
練
は
、

古
典
や
賢
聖
人
を
学
べ
と
い
う
。

私
は
文
字
を
越
え
た
音
声
や
美
術

も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

塵
芥
の
現
世
に
別
れ
が
近
づ
い

た
ら
今
ご
ろ
人
間
の
バ
カ
さ
か
げ

ん
に
翻
弄
さ
れ
て
中
々
落
ち
着
か

な
い
。
か
と
言
っ
て
悟
り
切
っ
て

な
に
に
な
る
。
往
生
際
の
わ
る
い

奴
だ
と
思
っ
て
い
る
が
、
ま
あ
遺

言
の
つ
も
り
と
す
れ
ば
、
や
は
り

後
輩
の
若
手
は
、
大
い
に
工
夫
し

て
バ
カ
さ
か
げ
ん
を
矯
正
し
た
り

目
を
大
き
く
開
い
た
り
し
て
、
人

間
の
魅
力
を
発
見
し
て
今
生
の
美

し
さ
を
堪
能
し
て
ほ
し
い
。
バ
カ

の
壁
の
た
め
に
随
処
の
宝
玉
が
見

え
な
い
の
は
残
念
な
こ
と
だ
と
思

う
。

　

卒
業
し
て
半
世
紀
以
上
た
っ
て
も

変
な
高
校
だ
っ
た
と
思
う
。
普
通
科

だ
け
な
の
に
入
学
し
た
ら
「
進
学
」

「
教
養
」
と
二
分
割
し
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
も
教
科
書
も
違
う
。さ
ら
に「
進

学
」
は
八
時
間
（
土
曜
日
は
六
時
間
）

授
業
。
そ
う
ま
で
し
て
履
修
し
て
な

い
教
科
が
あ
っ
た
。
進
学
指
導
と
言

え
ば
将
来
ど
の
方
面
に
進
み
た
い
の

か
、
で
は
な
く
「
現
役
で
国
立
大
学

に
」
が
金
科
玉
条
。
学
部
も
学
科
も

関
係
な
く
、
さ
ら
に
浪
人
は
悪
だ
っ

た
。

　

そ
う
言
え
ば
異
性
を
好
き
に
な
る

の
も
い
け
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
当
時

聞
い
た
話
。
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
も
ら
っ

た
女
子
生
徒
の
親
が
高
校
に
怒
鳴
り

込
ん
だ
。
出
し
た
男
子
生
徒
は
叱
ら

れ
た
と
い
う
。
叱
責
す
る
相
手
を
間

違
っ
て
い
な
い
か
。
信
書
の
秘
密

は
？
と
今
で
も
思
い
出
す
。

　

卒
業
後
世
間
を
少
し
知
っ
て
疑
問

は
「
や
っ
ぱ
り
お
か
し
か
っ
た
」
と

の
確
信
に
変
わ
っ
た
。

　

出
身
は
？
「
姫
島
で
す
」「
国
東

半
島
の
上
に
あ
り
ま
す
よ
」
高
校
は

姫
島
高
校
？
「
い
や
島
に
は
高
校
は

あ
り
ま
せ
ん
。
国
東
高
校
で
す
」。

相
手
は
国
東
の
地
名
か
ら
そ
ん
な
高

校
も
あ
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
顔
つ

き
。
だ
れ
も
言
わ
な
い
か
ら
最
近
で

は「
名
門
国
東
高
校
で
す
」と「
名
門
」

を
冠
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
疑
問

が
確
信
と
な
っ
て
も
古
里
の
高
校
で

あ
り
思
春
期
の
三
年
間
を
過
ご
し
た

母
校
で
も
あ
る
。
愛
憎
相
半
ば
な
の

だ
。

　

幸
い
に
も
年
に
数
回
、
帰
省
し
て

い
る
。
春
の
岩
戸
寺
、
秋
の
旧
千
燈

寺
は
い
い
。
六
郷
満
山
文
化
を
再
認

識
し
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
高
校
は

統
合
し
移
転
し
た
。
し
か
し
国
東
高

校
。
最
近
は
甲
子
園
出
場
校
で
も
ど

こ
か
分
ら
な
い
校
名
が
多
い
。
地
域

名
を
校
名
に
し
た
の
は
素
晴
ら
し
い
。

校
名
が
上
が
れ
ば
地
域
も
、
地
域
が

上
が
れ
ば
校
名
も
上
が
る
だ
ろ
う
。

　

現
国
東
高
校
同
窓
会
が
あ
る
と
一

年
前
知
っ
た
。
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。「
伊

予
野
丘
」
を
外
し
、
合
流
し
て
国
東

高
校
同
窓
会
と
な
っ
て
、
高
校
、
さ

ら
に
地
域
の
発
展
の
一
助
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
。
変
な
同
窓
会

と
言
わ
れ
な
い
た
め
に
も
。

　

こ
の
度
、
五
月
の
定
時
総
会
に

お
き
ま
し
て
副
会
長
に
就
任
致
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
四
年
間
富
来

支
部
の
支
部
長
を
努
め
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

こ
の
四
年
の
間
に
、
総
会
の
度

に
強
く
感
じ
て
来
ま
し
た
こ
と
は
、

沢
山
い
る
卒
業
生
の
中
で
総
会
に

出
席
さ
れ
る
人
は
少
な
く
、
今
年

度
の
出
席
者
は
１
２
０
人
で
特
に

若
い
人
達
が
少
な
い
こ
と
で
す
。

伊
予
野
丘
同
窓
会
会
長
　
　
　
　
　

福  

田
　
　  

榮

伊
予
野
丘
同
窓
会
に
つ
い
て

講
演
「
バ
カ
の
壁
」

　

今
出
席
さ
れ
て
い
る
方
々
は
こ

れ
か
ら
高
齢
化
が
進
ん
で
行
き
ま

す
。

　

今
の
う
ち
に
、
若
い
人
た
ち
が

出
席
す
る
よ
う
い
ろ
い
ろ
手
を
尽

く
し
て
行
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

そ
れ
に
は
先
ず
、
日
頃
か
ら
み

ん
な
で
声
を
か
け
合
う
こ
と
、
総

会
が
楽
し
い
場
で
あ
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

　

我
が
母
校
、
国
東
高
校
は
「
自

然
の
恵
み
が
豊
か
で
あ
り
、
春
に

は
百
花
が
綻
び
、
西
に
霊
山
両
子

山
が
控
え
、
東
に
豊
後
灘
が
白
浜

を
洗
い
、
波
の
音
が
千
秋
の
時
を

刻
む
中
で
、
大
正
11
年
に
開
校
二

万
人
が
巣
立
ち
、
数
多
の
人
材
を

世
に
送
っ
て
来
ま
し
た
」（
第
九
回

生
小
田
託
司
さ
ん
の
作
、
相
撲
甚

句
「
国
東
高
校
賛
歌
」
よ
り
）
こ

の
素
晴
ら
し
い
歴
史
と
伝
統
を
誇

る
母
校
の
同
窓
会
が
こ
れ
か
ら
も

益
々
発
展
し
ま
す
よ
う
、
微
力
な

が
ら
務
め
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

高
校
、地
域
の
発
展
の
一
助
に

元
国
東
高
校
教
諭
　
　
　
　
　
　
　

武  

多
　
成  

道

国
東
高
校
福
岡
同
窓
会
長
（
22
回
生
）

岸  

本
　
隆  

三

副
会
長
に
就
任
し
て

伊
予
野
丘
同
窓
会
副
会
長
　
　
　
　

宮  

本
　
季  
生 伊

予
野
丘
同
窓
会

常
任
理
事
会
（
川
口
屋
）

4
27

伊
予
野
丘
同
窓
会

役
員
会
（
志
ま
る
）

6
28

　

５
月
下
旬
の
定
時
総
会
に
先
立

ち
、
例
年
ど
お
り
平
成
31
年
度
の
常

任
理
事
会
が
４
月
27
日
午
後
５
時

か
ら
川
口
屋
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
田
会
長
・
小
野
顧
問
の
挨
拶

に
続
き
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
事
業
並
び
に
会
計
報

告
及
び
監
査
報
告
に
続
き
本
年
度

の
事
業
計
画
並
び
に
予
算
案
が
提

示
さ
れ
、
特
別
な
質
疑
も
な
く
ス

ム
ー
ズ
に
原
案
通
り
定
時
総
会
に

望
む
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
、
現
時
点
で
貸
し
付
け
た

奨
学
金
の
返
済
が
督
促
し
て
も
進

ま
ず
、
約
３
０
０
万
円
が
回
収
困

難
に
な
っ
て
お
る
事
が
問
題
と
な

り
ま
し
た
。
但
し
、
損
金
扱
い
は
、

今
し
ば
ら
く
待
つ
と
い
う
こ
と
で

了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
25
日
（
土
）
の
定
時
総
会

か
ら
約
一
ヶ
月
後
の
６
月
28
日

（
金
）
午
後
６
時
30
分
か
ら
志
ま
る

に
お
い
て
役
員
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
福
田
会
長
か
ら
先
の
総

会
で
の
議
事
運
営
に
つ
い
て
疑
義
が

出
さ
れ
た
ほ
か
、
今
後
の
同
窓
会
運

営
に
つ
い
て
は
、
若
い
人
が
執
行
部

に
入
る
よ
う
取
組
を
進
め
て
ほ
し
い

と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
國
廣
秀
光
監
事
か
ら
東
京

支
部
総
会
へ
会
長
と
と
も
に
出
席

し
た
際
の
感
想
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 （
４
面
参
照
）


